
  

市
民
の
命
を
守
り
、

　   

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る

　

平
成
三
十
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
本
事
業
は
、
常
陸
太
田
市
幡

町
か
ら
日
立
市
金
沢
町
を
結
ぶ

延
長
五
・
六
㎞
の
、
日
立
市
と

常
陸
太
田
市
が
連
携
し
て
整
備

す
る
事
業
で
す
。

　

そ
の
う
ち
ト
ン
ネ
ル
を
含
む

五
・
一
㎞
の
区
間
を
本
市
の
市

道
〇
一
三
九
号
線
と
し
、
合
併

特
例
債
を
活
用
し
て
現
在
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
道
路
整
備
に
よ
り
通
勤

通
学
時
間
の
大
幅
な
短
縮
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

何
よ
り
自
治
体
が
最
も
重
視
す

べ
き
市
民
の
生
命
を
守
る
た
め

に
、
日
立
市
内
へ
の
救
急
搬
送

が
容
易
に
な
る
事
な
ど
、
市
民

生
活
で
の
利
便
性
や
安
全
性
の

向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

  

し
か
し
事
業
費
倍
増
で
、

     

合
併
特
例
債
が
足
り
な
い

　

こ
の
事
業
の
当
初
全
体
事
業

費
は
一
二
五
億
円
で
し
た
が
、

令
和
六
年
十
一
月
の
全
員
協
議

会
で
示
さ
れ
た
変
更
後
の
事
業

費
は
な
ん
と
二
六
四
億
円
に
膨

れ
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
工
事
等
で
二
八

億
円
を
支
出
し
て
い
る
の
で
、

令
和
六
年
度
以
降
の
工
事
費
は

二
三
六
億
円
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
財
源
の
内
訳
は
、
国
庫

支
出
金
等
が
一
二
一
億
円
、
合

併
特
例
債
が
一
〇
九
億
円
、
一

般
財
源
が
六
億
円
に
分
け
ら
れ

る
の
で
す
が
、
合
併
特
例
債
の

残
り
は
約
一
二
四
億
円
で
新
総

合
体
育
館
な
ど
他
の
事
業
に
も

活
用
す
る
の
で
、
こ
の
道
路
整

備
に
使
え
る
の
は
六
三
億
円
に

な
っ
て
し
ま
い
、
ど
う
や
っ
て

も
四
六
億
円
足
り
ま
せ
ん
。

　

執
行
部
の
説
明
で
は
、
国
庫

支
出
金
等
の
新
た
な
財
源
確
保

に
向
け
国
や
県
と
の
調
整
を
進

め
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

 

は
た
そ
め
団
地
を

     

通
過
す
る
上
で
の
問
題
点

　

こ
の
道
路
整
備
計
画
は
日
立

市
へ
の
最
短
ル
ー
ト
と
い
う
事

で
「
四
季
の
丘
は
た
そ
め
」
団
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政

　

令
和
六
年
十
二
月
、
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
新
総
合
体
育
館
整

備
事
業
と
し
ま
し
て
、
七
〇
億
円

を
超
え
る
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
三
年
二
月
の
概
算
事
業
費

  （
本
体
・
外
構
・
解
体
工
事
設
計

委
託
費
等
、
備
品
購
入
費
）
約
四

六
億
円
だ
っ
た
も
の
が
、
令
和
四

年
十
月
に
は
約
六
一
億
円
に
、
令

和
六
年
三
月
に
は
六
八
億
円
（
本

体 

・
外
構
・
解
体
工
事
）
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
六
年
八

月
の
入
札
で
は
、
建
築
価
格
高
騰

と
思
わ
れ
る
理
由
に
よ
り
入
札
に

応
じ
る
業
者
が
一
社
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
本
体
工

事
内
容
を
変
更
し
た
上
で
令
和
六

年
十
二
月
に
は
約
八
五
億
円
（
本

体 

・
外
構
・
解
体
工
事
、
備
品
購

入
費 

）、
全
体
事
業
費
は
九
〇
億

円
を
越
え
る
継
続
費
補
正
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
総
合
体
育
館
建
築
計
画
は
、

令
和
三
年
二
月
に
示
さ
れ
た
も
の

で
、
整
備
方
針
の
柱
の
一
つ
が
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
会
等
に
対
応

で
き
る
体
育
館
で
し
た
。

　

プ
ロ
競
技
の
公
式
戦
を
開
催
で

き
る
こ
と
が
新
体
育
館
整
備
の
最

低
基
準
に
な
り
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

の
建
築
や
二
五
〇
〇
席
も
の
観
覧

席
、
設
備
な
ど
、
市
民
向
け
の
体

育
館
で
は
重
視
さ
れ
な
い
施
設
・

市
総
合
体
育
館
建
築
工
事

設
備
が
必
須
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
計
画
を
進
め
て
い
く

中
で
、
プ
ロ
競
技
の
公
式
戦
開
催

が
不
可
能
も
し
く
は
継
続
的
に
開

催
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
て
き
ま
し
た
。

　

新
総
合
体
育
館
は
、
当
初
の
目

的
や
事
業
費
の
高
騰
な
ど
、
様
々

な
状
況
が
変
化
に
よ
り
、
整
備
計

画
を
根
底
か
ら
考
え
直
す
に
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

プ
ロ
競
技
の
公
式
戦
開
催
を
前

提
と
し
な
け
れ
ば
、
観
客
席
数
の

縮
小
や
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
建
設
の
中

止
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
建
築
費

圧
縮
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
計
画
で
約
五
五
〇

台
予
定
す
る
駐
車
台
数
を
減
ら
す

こ
と
に
よ
り
、
陸
上
競
技
用
ト
ラ

ッ
ク
を
復
活
さ
せ
、
陸
上
競
技
だ

け
で
な
く
少
年
ス
ポ
ー
ツ
や
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な

ど
の
高
齢
者
が
参
加
す
る
競
技
大

会
が
開
催
し
や
く
す
な
り
、
現
在

の
計
画
に
比
べ
て
よ
り
多
く
の
市

民
が
使
い
や
す
い
総
合
運
動
公
園

に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
現
時
点
で
も
年
間
の
維

持
管
理
費
が
計
算
で
き
て
い
な
い

と
の
こ
と
（
当
初
の
見
込
み
額
は

一
・
五
億
〜
二
億
円
）
で
す
が
、

建
設
費
と
同
様
に
大
幅
な
増
額
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

パ
ル
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
や
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
、
金
砂
郷
・
水
府
・

里
美
地
区
に
存
在
す
る
他
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
や
温
浴
施
設
等
の
維
持

管
理
費
、
自
主
財
源
が
乏
し
く
少

子
化
が
急
激
に
進
ん
で
い
る
本
市

の
状
況
等
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ

か
ら
建
築
す
る
施
設
は
本
市
の
実

情
に
あ
っ
た
も
の
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
危
機
感
を
も
っ
て
お

り
ま
す
。

市
道
〇
一
三
九
号
線

                         

整
備
事
業

地
内
（
区
間
Ⅰ
）（
区
間
Ⅱ
）
を

通
過
す
る
計
画
で
す
が
住
民
の

方
々
よ
り
交
通
量
の
増
加
や
大

型
車
両
の
通
行
に
対
す
る
安
全

性
の
確
保
、
騒
音
や
振
動
、
排

気
ガ
ス
問
題
等
開
通
後
の
生
活

環
境
へ
の
影
響
を
心
配
す
る
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
と
っ
て
大
変
重
要
な

道
路
整
備
事
業
で
は
あ
り
ま
す

が
、
課
題
解
決
の
た
め
に
は
事

業
推
進
の
旗
頭
で
あ
る
市
長
を

中
心
と
し
た
執
行
部
の
真
摯
で

誠
意
あ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

、


